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紹
　
介

富
田
志
津
子
著

『
播
磨
の
俳
人
た
ち
』

仲
　
沙
　
織

本
書
は
、
近
世
期
の
東
播
磨
の
俳
人
た
ち
の
活
動
に
関
す
る
論
考
を
収
録

す
る
。
加
古
川

・
姫
路

・
高
砂

。
加
西
の
地
区
ご
と
に
分
類
さ
れ
た
四
章
か

ら
成
る
構
成
を
も
ち
、
播
州
の
二
大
俳
壇
で
あ
っ
た
加
古
川
の
栗
の
本

一
門

と
姫
路
の
風
羅
堂

一
門
の
活
動
を
主
軸
と
し
て
展
開
す
る
。

「
Ｉ
加
古
川
の
俳
諧
」
第

一
章

「栗
の
本

一
門
」
で
は
、
創
設
者
で
あ
る

松
岡
青
羅
と
、　
一
門
を
支
え
た
播
州
林
田
の
三
木
家
の
人
々
や
田
中
布
舟
な

ど
の
門
人
達
を
中
心
に
、
俳
壇
の
形
成
と
発
展
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
特

に
、
京
都
の
俳
人
と
交
流
し
、
芭
蕉
そ
の
人
を
顕
彰
す
る
青
羅
の
俳
風
と
、

彼
の
問
人
と
な
っ
た
加
古
川
の
俳
人
た
ち
が
も
つ
俳
諧
中
興
運
動
に
沸
く
京

俳
壇
へ
の
志
向
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
考
察
が
行
わ
れ
て
い
る
。

「
Ⅱ
　
姫
路
の
俳
諧
」
第

一
章

「風
羅
堂
以
前
の
様
相
」
で
は
、
近
世
初

期
に
は
京
の
貞
門
、
元
禄
期
に
は
大
坂
の
俳
諧
師
と
の
交
流
が
行
わ
れ
、
姫

路
に
独
自
の
俳
壇
が
形
成
さ
れ
る
基
盤
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

第
二
章

「風
羅
堂

一
門
の
形
成
と
展
開
」
で
は
、
元
禄
十
五
年

（
一
七
〇

二
）
に
来
訪
し
た
芭
蕉
の
直
弟
子
で
あ
る
広
瀬
惟
然
の
作
風
が
、
姫
路
の
俳

人
た
ち
の
間
で
流
行
し
、
井
上
千
山
を
中
心
と
し
た
俳
壇
を
形
成
す
る
役
割

を
果
た
し
た
経
緯
が
論
じ
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
千
山
の
息
子
で
あ
り
、
芭
蕉

五
十
回
忌
に
風
羅
堂
を
建
立
す
る
な
ど
多
く
の
事
業
を
行

っ
て
風
羅
堂

一
門

を
盛
り
立
て
た
寒
瓜
、
芭
蕉
百
回
忌
に
お
け
る
第
二
次
風
羅
堂
建
立
に
携

わ
っ
た
寒
烏

・
寒
鴻

・
寒
桐
な
ど
の
井
上
家
の
俳
人
た
ち
を
中
心
に
、
近
代

ま
で
続
い
た
風
羅
堂

一
門
の
事
跡
を
追
う
。

「
Ⅲ
　
高
砂
の
俳
諧
」
「
Ⅳ
　
加
西
の
俳
諸
」
で
は
、
俳
諧
の
盛
ん
で
あ
っ

た
両
地
の
文
化
的
水
準
の
高
さ
を
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
栗
の

本

一
門
、
も
し
く
は
風
羅
堂

一
門
に
属
し
た
俳
人
た
ち
に
つ
い
て
言
及
す
る
。

ま
た
、
栗
の
本

一
門
と
風
羅
堂

一
門
の
二
大
俳
壇
に
属
さ
な
い
俳
人
た
ち

に
つ
い
て
も
、
各
章
で
詳
細
な
考
察
が
な
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
Ｉ
の
第
二
章

で
は
滝
瓢
水
と
大
坂
俳
壇
と
の
繋
が
り
を
指
摘
し
、
晩
年
の
伝
記
史
料
と
し

て
重
要
な
追
善
集

『
お
そ
ね
は
ん
』
（宝
暦
十
三
年

〈
一
七
六
三
〉
刊
、
姫

路
文
学
館
蔵
）
を
翻
刻

・
紹
介
す
る
。

著
者
は

「
あ
と
が
き
」
に
お
い
て
、
「栗
の
本
や
風
羅
堂
を
全
国
レ
ベ
ル

で
捉
え
、
日
本
の
俳
諧
史
に
位
置
づ
け
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
述
べ
る
。

こ
の
著
者
の
姿
勢
は
、
播
磨
の
俳
人
た
ち
と
京

。
大
坂

。
江
戸
俳
壇
に
属
し

た
俳
人
た
ち
と
の
交
流
や
、
俳
諧
中
興
運
動
な
ど
全
国
の
状
況
と
の
関
連
性

に
着
目
す
る
と
い
う
形
で
随
所
に
表
れ
て
い
る
。　
一
方
で
、
著
者
は
俳
書
や

寺
社
へ
奉
納
し
た
前
句
附
、
碑
文
、
遺
物
な
ど
多
数
の
史
料
調
査
に
よ
っ
て
、

当
時
の
俳
人
た
ち
の
俳
諧
活
動
に
迫

っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
広
い
視
野
に
よ
る
考
察
と
精
緻
な
分
析
と
を
併
せ
も
つ
本

書
は
、
播
磨
の
俳
諧
史
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
近
世
期
に
お
け
る
俳

諧
文
化
の
豊
か
さ
を
も
提
示
し
て
い
る
。

（和
泉
書
院
、
二
〇

一
〇
年

一
月
、
二
八
七
頁
、
九
四
五
〇
円
）

（な
か

・
さ
お
り
　
本
学
大
学
院
博
士
前
期
課
程
）


